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immunology）という研究領域が開拓され（Ader & Cohen, 1993 ; Ader, Fel-









1998 ; Baron, Cutrona, Hicklin, Russel, & Lubaroff, 1990 ; Calabrese,
Kling, & Gold, 1987 ; Herbert & Cohen, 1993 ; Jemmott & Locke, 1984 ;
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（e.g., Ader & Cohen, 1975, 1982, 1985, 1986 ; Gorczynski, 1990 ; Krank
& MacQueen, 1988 ; MacQueen, Marshall, Perdue, Siegel, & Bienenstock,
1989 ; MacQueen & Siegel, 1989 ; O'Reilly & Exon, 1986 ; Solvason,
Ghanta, & Hiramoto, 1988 ; Solvason, Ghanta, Lorden, Soong, & Hira-
moto, 1991 ; Wayner, Flannery, & Singer, 1978），ヒトを対象とした実験的
研究（e.g., Buske-Kirschbaum, Kirschbaum, Stierle, Jabaij, & Hellham-


























Ader, et al., 1990 ; Alvarez-Borda, Ramiraez-Amaya, Perez-Montfort, &
Bermudez-Rattoni, 1995 ; Dunn, 1989 ; Kelley & Dantzer, 1986 ; Kelley,





























Solvason, et al（1988）等，いくつかの動物実験では嗅覚刺激が CS として
用いられているが，こうした研究と知見を共有するためにも，嗅覚刺激をヒト
に対して用いることは妥当な手続きであろう。




gall, Schmitz, Hawken, Trakowski, Jenkins, & Baum, 1996 ; Naliboff,
Benton, Solomon, Morley, Fahey, Bloom, Makinodan, & Gilmore, 1991 ;
Ohira, Watanabe, Kobayashi, & Kawai, 1999 ; Pike, Smith, Hauger,
Nicassio, Patterson, & McClintick, 1997；山田・宮田・竹中・田中，
1995），ストループ課題（e.g., Caudell & Gallucci, 1995 ; Landmann,
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Muller, Perini, Wesp, Erna, & Buhler, 1984），解決不可能課題（e.g., Sie-
ber, Rodin, Larson, Ortega, & Cummings, 1992），不快音（e.g.，小幡・大
平・渡邊，1998），スピーチ（e.g., Matthews, Caggiula, McAllister, Berga,























れか 1つを与えた。課題前後には POMS（Profile of Mood States）短縮版
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sorbent assey, ERISA）により s-IgA 量を測定した（Kvale & Brandtzaeg,
1986）。
（2）結果および考察






尺度で 2.21から 4.60, A-H（怒り－敵意）尺度で 0.93から 2.71, F（疲労）
Figure 1．各群の課題前後における唾液中 s-IgA 量．MT：数字列記憶再生課
題，ST：ストループ課題，AT：計算課題，VTR：映像視聴課題．
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尺度で 3.32から 8.07, C（混乱）尺度で 5.68から 8.77へ，それぞれ課題前後
にかけて有意に上昇した（ps＜.05）。計算課題群では，D 尺度で 2.51から








中 s-IgA 変動を条件づけるための US としてより適当であると考えられる。
また，映像の視聴は唾液中 s-IgA 変動に与える影響が小さいので，US 提示の
対照条件として用いることが可能であろう。
5．実験 2：課題の遂行時間と唾液中 s-IgA 量の関係

























Figure 2には各群の唾液中 s-IgA 量の時系列的変化を示した。数字列記憶
再生課題群では，課題開始 15, 25, 35分後，および課題終了直後に採取した






るが（e.g., Graham, Bartholomeusz, Taboonpong, & LaBrooy, 1988 ; Jem-





以上 2つの実験により，20分間の数字列記憶再生課題が，唾液中 s-IgA 量
の増加および否定的な気分・感情状態の変化を惹起するのに十分であることが
示された。これらの結果を踏まえ，TUA の提示により特殊化した実験室を


















を設置した。ディスプレイまたはテレビ画面と被験者との距離は約 1 m であ
った。机上には 5枚重ねの A 4用紙を置き，その上に TUA を 0.2 ml 塗布し









中性課題 1 幼児向けビデオの 20分間の視聴を中性課題 1とした。










CS/US 群には中性課題 1を与えた。セッション 2では，全群に対して条件づ
け文脈で中性課題 2を与えた。CS/US 群には，セッション 1と 2の間に中性
文脈でストレス課題を行わせた。各セッションの課題前後には，全ての被験者
に POMS 短縮版へ回答させた。これと並行し，被験者の口中に約 3分間綿花
を含ませて全唾液を採取した。検体の分析方法は実験 1, 2と同じであった。
（2）結果および考察
Figure 3に明らかなように，セッション 1において，CS-US 群は唾液中 s-
IgA 量の増加（p＜.05）を示した。同一文脈で中性課題を与えた CS−群と CS
/US 群ではこのような結果は得られなかった。従って，CS-US 群のセッショ
ン 1における唾液中 s-IgA 量の増加は，ストレス課題による無条件性の反応




Figure 3．各群の各セッションにおける唾液中 s-IgA 量の変化．
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にもかかわらず唾液中 s-IgA 量の増加（p＜.05）を示した。CS-US 群は，ス
トレス課題の経験量を CS/US 群によって，条件づけ文脈の経験量を CS−群
と CS/US 群によってそれぞれ統制されていた。即ち，条件づけ文脈ないしは
ストレス課題をそれぞれ単独で先行経験するだけでは，セッション 2におけ
る唾液中 s-IgA 量の増加は生じない。従って，CS-US 群のセッション 2にお
ける唾液中 s-IgA 量の増加は条件性の反応であると考えられる。
POMS の詳しい結果についてはここでは省略するが，セッション 2におい
て，CS-US 群においてのみ A-H および D 尺度の得点が課題前後で有意に上
昇した。また，興味深いことに，課題前の C および T-A 尺度の得点は，CS-
















































技法の開発に繋がると期待される（e.g., Buske-Kirschbaum et al., 1994 ;
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